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太田義邦 ･諏訪文彦 ･岡田成賛.･池 宏海
(大阪歯大 ･解剖)
洞毛はヒト以外の晴乳動物の上 ･下両唇に存在
する最大の毛で,表情筋線維によって運動し.機
能上は地毛に属する｡その形態的特徴は,結合組
織性毛包内に巨大な静脈洞 (毛包血洞)を有する
ことである｡当教室では1990年にネコ上唇毛の微
細形態とその微細血管構築について報告している｡
今匝=まニホンザル上唇毛の微細血管構築について
微細血管鋳型標本を作成し,走査電田で立体的に
観察し,その機能について考察を試みた｡
上唇毛の太さは200〝m程度のものが多く,義
皮から洞毛毛乳頭までの長さは2皿)で,深部は表
情筋線維まで達している巨大な毛である｡上唇毛
では内外2層の結合組織性毛包鞘がよく発達し,
両毛包鞘の間には毛包血洞が存在していた｡内毛
包鞘から多数の結合組織性小柱が網目を形成して
外毛包鞘まで連続し,海綿洞を構成していた｡ネ
コでみられた表皮側1/3部の毛の周囲を取り巻
くドー ナツ型の環状洞の形成は認められない｡
上唇動脈の細動脈は各上唇毛ごとに毛包下細動
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